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中国における合弁会社設立に関するお知らせ 
 

 

当社は、本日開催の取締役会において、広東聯塑科技実業有限公司との合弁会社設立の手続を開始することを

決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．合弁会社設立の目的 

 当社は、2011年 3月 2日公表の「戦略的業務提携の基本合意に関するお知らせ」にてお知らせのとおり、中国

聯塑集団控股有限公司（英語名「CHINA LIANSU GROUP HOLDINGS LIMITED」、以下「L＆S」）との間で業務提携を

行い、中国における建築設備の工業化を目的とした新規事業を立ち上げるための協議を進めてまいりました。 

  

 昨今の中国建築市場は、中国の高度経済成長に伴い年間1,000万戸程度の新築住宅が建築されていることから、

建築従事者の慢性的な不足と人件費の高騰が続き、工事コストの削減や工期の短縮が建築業界として主要な課題

となってきております。また、住宅購入者が求める住宅品質への要求も向上しており、デベロッパーなどの住宅

供給者は、住宅品質を向上させる対策を講ずる必要性に迫られております。 

 一方、地球温暖化防止の観点から、中国においても省エネルギー住宅の取組みが加速しており、太陽光発電や

節水システムに関する需要は今後益々高まるものと思われます。 

  

このような状況下、当社が日本で事業展開してきた住宅設備の工業化システムや太陽光発電などの省エネルギ

ー設計サービスは中国が抱える諸問題の解決に貢献しうるものと考えております。そして、中国における建築設

備の工業化を具体化するためには、広東省を中心に中国全土に 11箇所の生産工場と全国的な販売網を有している

中国最大手の樹脂パイプ・継ぎ手メーカーである L＆Sとの協業が適切と判断しております。 

 

こうした背景の下、本日、当社は、L＆S が 100％出資する事業会社である広東聯塑科技実業有限公司との間で

合弁会社設立の契約締結に至りました。 

 

当社では海外事業を今後の成長分野と位置付けており、当該合弁会社の設立を契機に、中国を始めとするアジ

ア市場における事業展開を加速する所存であります。 

  

 

 



 

 

２．設立予定の合弁会社の概要 
（１）商号 広東聯塑艾博科住宅設備設計服務有限公司  

（２）所在地 広東省佛山市順徳区龍江鎮聯塑工業村聯塑ビル 

（３）代表者の役職・氏名 董事長 岩崎 辰之 
（４）事業内容 建築設備の工業化システムの提供 

（５）資本金の額 1,000万元（日本円：約1億3千万円） 
（６）設立年月日 2011年７月末（予定） 

（７）出資者及び持株比率 （※）EPCO(HK)LIMITED 50％ 
広東聯塑科技実業有限公司 50％ 

（８）上場会社と当該会社との関係等 資本関係 当社グループによる50％出資 

 取引関係 該当事項はありません 
 人的関係 当社取締役の内1名が、当該会社の董

事長を兼任いたします。 
 関連当事者への該当状況 未定 

（※）EPCO(HK)LIMITEDは株式会社エプコの 100％子会社であります。 

詳細につきましては、本日公表の「香港における子会社設立に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

３．日程 

2011 年 5月 27日 取締役会決議 

 合弁契約書締結 

  

2011 年 7月末（予定） 合弁会社設立 

 営業開始 

  

 

４．今後の見通し 

当社の業績に与える影響につきましては、連結対象子会社に該当するか否かについて現在検討中であり、

確定次第公表してまいります。 

 

 

（参考）合弁相手先の概要 
（１）商号 広東聯塑科技実業有限公司  

（２）本店所在地 中華人民共和国 広東省佛山市順徳区龍江鎮聯塑工業村 

（３）代表者の役職・氏名 総裁 左 満倫 

（４）事業内容 樹脂パイプ及び継ぎ手などの建築資材製造メーカー 
（５）資本金の額 13億元 

（６）設立年月日 1996年 

（７）大株主及び持株比率 中国聯塑集団控股有限公司 100％ 

（８）上場会社と当該会社との関係等 資本関係 該当事項はありません 

 取引関係 該当事項はありません 

 人的関係 該当事項はありません 

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません 

 

 

以上 


